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質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を

よ
り
新
た
に
指
定
地
域
内
事
業
場

五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
十

告

口
県
告
示
第
二
百
二
十
号

質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く

準
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
九
年

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か

質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く
り

業
災
害
補
償
法
第
百
五
条
第
一
項
第

一
部
改
正
（
水
産
振
興
課
）
…
…
…

路
の
位
置
の
指
定
（
建
築
指
導
課
）

定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融
機
関

（
会
計
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

約
の
締
結
（
都
市
計
画
課
）
…
…
…

目

次

示質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く
化

準
（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
…
…
…

質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く
窒

週
火
・
金
曜
日
発
行

改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四

と
な
る
工
場
又
は
事
業
場
の
う

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
六

示

化
学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し

山
口
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

ら
施
行
す
る
。

ん
の
含
有
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量

二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
区
域
及
び
区
分

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

及
び
収
納
代
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金
融
機
関
の
名
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等
に

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

の
認
証
の
申
請
（
県
民
生
活
課
）
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学
的
酸
素
要
求
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

素
の
含
有
量
で
表
示
し
た
汚
濁
負
荷
量年

政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
施

ち
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和

月
間
又
は
一
年
間
は
同
条
第
一

た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
総
量
規

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

に
係
る
総
量
規
制
基
準

（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
二

の
設
定
に
関
す
る
告
示

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

関
す
る
告
示
の
一
部
改

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

荷
量
に
係
る
総
量
規
制

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

に
係
る
総
量
規
制
基
準

（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
一

平 成 年
月 日

（金曜日）

年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の

三
の
表
一
の
項
中
「
平
成
十

改
め
、
同
表
の
備
考
中
「
平
成

五
日
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

の
よ
う
に
加
え
る
。

１

こ
の
表
に
お
い
て
「
基
準
日

掲
げ
る
日
を
い
う
。

指
定
地
域
内
事
業
場
（

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の

行
に
よ
り
新
た
に
指
定
地
域
内

四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十

年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の

三
の
表
の
備
考
２
中
「
又
は

十
四
年
五
月
二
十
五
日
」
に
改

山
口
県
告
示
第
二
百
二
十
一

水
質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に

準
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
九

項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十

三
の
表
の
備
考
１
の

中
「

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令

施
行
に
よ
る
新
た
な
指
定
地
域
内
事
業

四
年
十
月
一
日
（
以
下
「
基
準
日

十
四
年
十
月
一
日
」
の
下
に
「
（

該
日
）
」
を
加
え
、
同
備
考
を
同

」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
指
定
地
域
内
事

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十

か
ら
施
行
す
る
。

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二

事
業
場
と
な
る
工
場
又
は
事
業
場

）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

と
と
な
る
工
場
又
は
事
業
場
に
つ

か
ら
同
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で

五
日

山
口

施
行
に
よ
る
新
た
な
指
定
地
域
内
事
業

平
成
十
三
年
七
月
一
日
」
を
「
、

め
る
。

号
基
づ
く
窒
素
の
含
有
量
で
表
示
し

年
山
口
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号

と
と
な
る
工
場
又
は
事
業
場
に
つ

か
ら
同
年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で

五
日

山
口

」
を
「

」
に
改
め
、
同
備
考

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十

一

場

五
日

」
と
い
う
。
）
」
を
「
基
準
日
」

基
準
日
が
平
成
二
十
四
年
五
月
二

備
考
２
と
し
、
同
備
考
２
の
前
に

業
場
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次

平
成
十
四
年
十
月
一

四

平
成
二
十
四
年
五
月
二

十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の

の
う
ち
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭

り
六
月
間
又
は
一
年
間
は
同
条
第

い
て
は
、
こ
の
総
量
規
制
基
準
は

の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

県
知
事

二

井

関

成

場

五
日

平
成
十
三
年
七
月
一
日
又
は
平
成

た
汚
濁
負
荷
量
に
係
る
総
量
規
制

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し

い
て
は
、
こ
の
総
量
規
制
基
準
は

の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

県
知
事

二

井

関

成

１
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四

平
成
二
十
四
年
五
月
二

に十次に日十 施和一、 二基、 、十

告

示



平成 年 月 日 金曜日

漁
示

表
「

山 口

１
山

（定期）県 報

項
の

平
成三

改
め

五
日

の
よ

第 号

山
水

準
に

平
成水

行
に

四
十大

井
湊
区
域

（
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う

大
井
湊
の
地
域
）

業
災
害
補
償
法
第
百
五
条
第
一
項

（
平
成
十
五
年
山
口
県
告
示
第
二
号

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

中
こ
の
表
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と

掲
げ
る
日
を
い
う
。

指
定
地
域
内
事
業
場
（

に
掲

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一

年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
施
行

口
県
告
示
第
二
百
二
十
三
号

規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
同

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

の
表
一
の
項
中
「
平
成
十
四
年
十

、
同
表
の
備
考
中
「
平
成
十
四
年

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
日
）

う
に
加
え
る
。

口
県
告
示
第
二
百
二
十
二
号

質
汚
濁
防
止
法
の
規
定
に
基
づ
く

関
す
る
告
示
（
平
成
十
九
年
山
口

二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
施

質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を

よ
り
新
た
に
指
定
地
域
内
事
業
場

五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
十

ち
萩
市

第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
区
域

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

山
口
県
知

は
、
次
に
掲
げ
る
指
定
地
域
内
事
業
場

げ
る
も
の
を
除
く
。
）

部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四

に
よ
る
新
た
な
指
定
地
域
内
事
業
場

る
工
場
又
は
事
業
場
に
つ
い
て

年
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
の
間

山
口
県
知

月
一
日
（
以
下
「
基
準
日
」
と

十
月
一
日
」
の
下
に
「
（
基
準

」
を
加
え
、
同
備
考
を
同
備
考

り
ん
の
含
有
量
で
表
示
し
た
汚

県
告
示
第
三
百
三
十
九
号
）
の

行
す
る
。

改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四

と
な
る
工
場
又
は
事
業
場
の
う

二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
六

及
び
区
分
の
設
定
に
関
す
る
告

す
る
。

事

二

井

関

成

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に

平
成
十
四
年
十
月
一
日

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十

五
日

は
、
こ
の
総
量
規
制
基
準
は
、

は
、
適
用
し
な
い
。

事

二

井

関

成

い
う
。
）
」
を
「
基
準
日
」
に

日
が
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十

２
と
し
、
同
備
考
２
の
前
に
次

濁
負
荷
量
に
係
る
総
量
規
制
基

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
施

ち
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和

月
間
又
は
一
年
間
は
同
条
第
一

を

二
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三
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年 月 日 金曜日

地下三四山
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山 口 県

山
建

の
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「

第 号

「「

山
口
県
告
示
第
九
百
三
十
二
号
）

名

及

び

番

松
市
望
町
四
丁
目
一
一
三
二
の
六
、
一

二
の
一
七
、
一
一
三
二
の
一
八
、
一
一

の
三
及
び
一
一
三
二
の
六
地
先

口
県
告
示
第
二
百
二
十
五
号

定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融
機

口
県
告
示
第
二
百
二
十
四
号

築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

の
関
係
図
面
は
、
周
南
土
木
建
築

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

町
大
字
室
津
の
地
域
）

室
津
区
域

（
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う

町
大
字
室
津
の
地
域
）

大
井
湊
区
域

（
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う

大
井
湊
の
地
域
）

室
津
区
域

（
山
口
県
漁
業
協
同
組
合
の
地
区
の
う

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

地

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

延
（
メ

一三

四
・
〇

関
及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
の

第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第

事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦
覧
に

山
口
県
知

ち
上
関

ち
萩
市

ち
上
関

る
。

長

ー
ト
ル
）

る
土
地
の
面
積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

四
二
・
四

一
六
七
・
〇
五

名
称
等
に
関
す
る
告
示
（
平
成

一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

供
す
る
。

事

二

井

関

成

道
路
の
敷
地
と
な

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
四
年
五
月
七
日

（
二
三
四
）
特
定
非
営
利
活
動

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（

と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人

変
更
後
の
定
款
は
、
平
成
二

山
口
県
下
関
県
民
局
に
お
い
て

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十

三
の
表
住
友
信
託
銀
行
株
式

三
井
住
友
信
託
銀

行
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田

丸
の
内
一
丁
目

番
一
号

公

」」
に
改
め
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十

」」
に
、

を

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申

平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十

の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が

十
四
年
七
月
九
日
ま
で
の
間
、
山

公
衆
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

五
日

山
口

山
口

会
社
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

区四

県
内
に
所
在
す
る
店
舗

告

五
日

三

請五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

あ
り
ま
し
た
。

口
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課
及

県
知
事

二

井

関

成

県
知
事

二

井

関

成

。

〃

のび

公

告



平
成
二

平
成
二

平成 年 月 日 金曜日

八

山 口

四五六七

（定期）県 報

一二三

第 号

二（
二次十

四
年
五
月
二
十
五
日
印
刷

十
四
年
五
月
二
十
五
日
発
行

平
成
二
十
四
年
二
月
十
日

そ
の
他

契
約
担
当
者

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
管
理

調
達
方
法

購
入

落
札
方
式

最
低
価
格

一
般
競
争
入
札

落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日

落
札
者
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る

中
国
電
力
株
式
会
社

広
島
市
中

落
札
金
額
（
予
定
使
用
電
力
量
の

五
千
八
百
三
十
万
四
千
二
百
八
十

入
札
公
告
日

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日

事
務
を
担
当
す
る
出
先
機
関
の
名

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
管
理
事

落
札
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び

電
気

三
百
九
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法

名

称

特

代

表

者

の

氏

名

梶

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

下

三
五
）
契
約
の
締
結

の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
の
方
法

発
行
所

山

口

発
行
人

山
口
県

事
務
所
長

山
藤
賢
一
郎

事
務
所
の
所
在
地

区
小
町
四
番
三
三
号

対
価
に
相
当
す
る
金
額
）

六
円

山
口
県
知
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